
 

 
殺菌によらない手指の菌制御技術 

 ～菌バイオフィルム除去と手荒れ改善～ 

○浅岡 健太郎（花王株式会社 ハウスホールド研究所） 

医療従事者は感染予防のために高頻回の手洗い、アルコール消毒を行う。そのため医療従事者は手荒れ

に悩む。手荒れすると感染の主起炎菌・黄色ブドウ球菌（S. aureus）が多量に検出されること、S. aureus

を殺菌し難くなることが知られている。これまで我々は手荒れした医療従事者の角層を調べた結果、S. 

aureusがバイオフィルム（BF）を形成することを見出した 1。BFは微生物が産生するタンパク質、核酸、

多糖から成る高次構造体であること、殺菌剤への耐性が高まることが知られている。そこで我々は殺菌

剤に頼らずに、肌に優しく S. aureus BFを除去する技術を開発した。S. aureusは皮膚にダメージを与え

る毒素を産生するので、肌に優しく S. aureus BFを除去できれば手荒れが改善する可能性がある。 

 

S. aureus BFのタンパク質、核酸、多糖比率を調べた結果、主にタンパク質で構成されていることが分

かった。タンパク質変性剤の S. aureus BF除去性能を調べた結果、SDSなどのアニオン活性剤が高い BF

除去性能を示した。しかし SDSは皮膚構成タンパク質を変性すること、皮膚を刺激することが知られて

いる。そのため S. aureus BF除去性と低皮膚刺激性を両立することが本技術の課題である。 

 

課題を解決するために皮膚、S. aureus BFを構成するタンパク質構造の疎密に着目した。S. aureus BFの

キータンパク質は SS 結合がないこと、αヘリックスやβシート構造が少ないので皮膚構成たんぱく質

と比べて疎な三次構造である可能性がある。そこで S. aureus BFのキータンパク質に浸透、吸着、変性

しやすいが、皮膚構成たんぱく質には浸透、吸着、変性しにくい適切な分子サイズのアニオン活性剤が

あると仮説を立てた。 

 

様々な分子量のアニオン活性剤の S. aureus BF除去性、低皮膚刺激性を調べた。低分子量のアニオン活

性剤は S. aureus BF除去性、皮膚刺激性が高い傾向であること、高分子量のアニオン活性剤はその逆で

あることが分かった。オレイン酸塩がバイオフィルム除去性と低皮膚刺激性を両立することがわかっ

た。そのためオレイン酸塩は S. aureus BFのキータンパク質を変性するが、皮膚構成たんぱく質を変性

しにくい適切な分子サイズであることが示唆された 2。 

 

S. aureusを保有する医療従事者 14名がオレイン酸塩配合・殺菌剤未配合のハンドソープを 4週間使用

した結果、手の S. aureus量が減少したこと、また手の甲の落屑度合いを表す Sesc値が減少したことが

わかった。そのため上記ハンドソープを使用して S. aureusが除去されたこと、手荒れが改善したことが

示唆された 2。 
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